












































  世界各国史） 』 （二〇〇〇年、山
川出版社） 、 研究会編『朝鮮史研究入門』 （二〇一一年、名古屋大学出版会）など 併読が必要かもしれない。　
本書と同じく「広域史」の視点から、とくに日本の対外
関係・国際関係を論じた先行研究 し 荒野泰典・石井正敏・村井章介編『日本の対外関係』 （二〇一〇―一三年、吉川弘文館）がある。しかしこれは全七冊、 本書はそ 広域史」のなかの日朝関係史を 文三八六頁と、コンパクトに纏め上げている。　
今後、東アジア諸国間の交流・日朝関係史を論じる上で、
必読・必携の好著と えよう。
（本学文学部教授）
